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シュメール人からもらった21世紀春の夢

「俯瞰」は突飛な妄想をもたらすこともある。だが妄想とて未

来の扉を開くカギの1つに違いない。

先月のこのコラムでは、昨今話題のいわゆる「ITの革命性」

について思うところを書いた。その際、つい「グーテンベルク

の呪縛からの解放」などと大げさな表現をしたが、もし本当に

「グーテンベルクの呪縛」から逃れようと思うなら、さらに歴史

をさかのぼって分岐の可能性を探ってみなければならない。

成り行きを考えると「メディアと文字」の関係にとどまらず「発話

行為と文字システム（＋メディア）」の組み合わせに目を向ける

必要がある。というわけで、にわかに歴史のお勉強をしてみ

たのだが、いろいろと興味深い事柄が見えてきた。

簡単にまとめると、史上最古の文字体系はシュメール人の発

明した楔形文字だと言われている。だがそれ以前にも、記号

としての文字は家畜や穀物の量を記録する目的で利用されて

いたと言う。

その文字は、粘土板上に物量を記録するための目印程度

のものであった。しかし社会の広がりとともに、次第に詳細な

記録が求められるようになる。ヒトの行動など抽象的なコトの

記述ができるよう、より精緻な言語性獲得へ向けて文字世界

のシステム化作業が行われていく。

この段階で「発話」という行為と「文字」という仕組みをいか

にすり合わせるかという大問題が発生する。ヒトの意思表現

のうち、音声表現に注目して一連の音の変化を要素に分解し、

発音要素と記号とを対応させるテーブルを作る。発音と無関

係に意味と記号を結び付けるのではなく、実際の音と視覚的

記号を対応させ、これを利用して意味表現を行う法則を作り

出すのである。

表意文字群と表音文字群の合体による新しい文字システム

の構築……シュメール人は、まったく白紙の状態からこれに取

り組んだ。紀元前3000年ごろのできごとだったという。

ところで、ヒトの発話のようすは十人十色、また同じ人物で

も気分や力点などによって大小やトーン、ピッチなどが変わっ

てくる。だが、文字への表記ではひたすら万人に認識できる

音声パターンに注目し、分節化と視覚的記号化を行うわけで、

こうしたバリエーションは無視するしかない。その結果、一連

の音の連続的なつながりが持つ意味合い、このコラムで注目

してきたマルチモーダルな側面は文字システムの構築当初か

ら捨てられてしまった。

その後しばらくの間、記録媒体は粘土板や石版、記録作法

は手彫りや手書きというプリミティブなメディアと技術の組み合

わせが続く。文字システムの利用者は限られ、用途も経済的

影響力の大きなものに集中していた。だが、羊皮紙や紙の出

現、さらにペンや活版印刷の登場を迎えても、メディアは貴重

な情報・知識を記録する立場に留まり続ける。リテラシーがあ

る程度の普及を見せた後も、協創的な作業はもっぱら対面的

な環境下の口頭で行われる。そしてその間に、書物の大量複

製・大量生産が推し進められ、活字と紙の組み合わせによる

巨大なメディアの帝国ができあがっていった。

こうして迎えた20世紀末に登場したのが、デジタル技術で

ある。

さまざまな表現を量子化することで自由な操作を可能にす

るデジタル技術は、これまでの文明を形づくってきた表現とメ

ディアの関係を組み替えてしまう可能性を秘めている。

結果を記録するだけではなく、意識の発現を断片的に外在

化させ、それらを操作することのできる「意識の鏡」のような場、

たとえばPC上のウィンドウとマウスのセットはその原始的な様

式だが、こうした一時的に意識を外在化させるメディアの普及

は、有史以来人類が初めて到達したメディアの高みと言

っても過言ではない。この技術を、従来どおり情報や知識

の記録処理能力向上へ奉仕させるのか、それともそのダイナ

ミックな特性を新たな協創的コミュニケーションに向けて発展

させるべきか。私たちはまさにそこを問われているのだと思う。

記録のための仕組みとしては、紙をベースとするメディア、従

来の文字システムの延長上に構築されつつあるデジタル情報

メディアの優位性は、当分の間揺るぎそうもない。

かつてのシュメール人が、いま私たちが手にしているメディ

アを目前にしたならどのように考えるだろう。マルチモーダル

な意志のふるまいを新たなメディア環境の中に取り込む

ことを考えるに違いない。そして新たな表記法を備えたパ

ーソナルな思考の場を作り上げ、これらをネットワークで結び、

世界的な規模で発話の非同期的交流、協創的思考のための

仕組みを実現していくのではないか。

この春休み、コミュニケーションの歴史を眺めながら、そん

な妄想を膨らませてしまった。
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